白水湖  

白水湖は、荻町の歴史的集落から車で約45分、白山国立公園の中、海抜1300メートル近いところに位置しています。湖は、1963年、大白川ダムの建設によって形成されました。ダムは駐車場に隣接しており、この部分の国立公園への入口となっています。白水湖はそのエメラルドグリーンの水で有名ですが、この色は、近くにある休火山 白山から下流の湖へと放出される温泉のミネラルによるものです。夏は、手漕ぎボートやSUP（スタンダップ パドルボード）を借りたり、湖畔にある大白川温泉の露天風呂に浸かりながら、湖を近くに望むことができます。また付近にキャンプ場があり、樹齢100年を超えるものもあるブナや樫の木の木陰のテントで宿泊することができます。キャンプ場は7月から9月までオープンしており、キャンプ場が閉まると通常すぐに秋が来て、周囲の山々が紅葉する時期となります。典型的な年では、秋の紅葉は10月_末頃まで楽しめます。10月の終わりから5月の終わりまで、湖への道は通行止めとなります。

